
⻤怒川⼩

学校だより

平成28年3⽉22⽇

来る３⽉１８⽇の卒業式、２４⽇の修了式をもって、今年度の教育活動を終えることにな
ります。保護者の皆様、地域の皆様には、御協⼒を賜り誠にありがとうございました。
運動会や学習発表会などの学校⾏事、委員会や縦割り班活動といった児童会活動など、様

々な場⾯で６年⽣１５名は、本校のよきリーダーとして活躍してくれました。今まで脈々と
受け継がれてきた伝統を、下級⽣にしっかり繋いでくれた１年間だったと思います。⼩学校
で学んだこと、歴史と⽂化の街である⽇光市に育った誇りを胸に、⻤怒川⼩学校を⼒強く巣
⽴っていってほしいと願っています。
さて、⼦どもたちは地域の⾃然、⽂化等に囲まれ、地域の中で成⻑していきます。学校の

中では、友だちと協⼒し合ったり、時にはトラブルを経験することで、⼈とのかかわりや我
慢することなどを学んでいきます。そういった成⻑の根底になくてはならないものが、家庭
での安心感や安定感です。子どもたちに自信や意欲を持たせ、自分や周りのよさに気付き、
困難にも耐える⼒を養うため、御⽀援・御協⼒をお願いします。
この１年間、⼦どもたちにとって、喜びや悔しさなど⼼動かす出来事がたく

さんあったと思います。また、「着実にやれたこと」「できるようになったこと」
につながる、充実感や達成感を同時にたくさん味わうことができたのではないか
と思います。保護者、地域の皆様には、今年度の教育活動に多⼤な御協⼒と御
支援をいただきましたことに心から感謝申し上げます。

３月２日(水)、「６年⽣を送る会」を⾏いました。内容については、
代表委員会で話し合い、縦割り班による「仲良し班対抗ゲーム」に
決定しました。このゲームは、”チャレンジランキング”を参考にし
たものです。５年⽣が中⼼となりゲームの準備や案内ポスターの作
成を⾏い、４年⽣はメッセージカード作成、１〜３年⽣が会場の飾
り付けと役割分担をして⾏いました。
各会場では笑い声や歓声に包まれ、楽しい時間を過ごしました。

６年⽣、下級⽣とも思い出に残る児童会活動になりました。 〔ﾒｯｾｰｼﾞのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ〕

〔”の”の字探し〕 〔空き缶つり〕 〔ジェスチャーゲーム〕 〔じゃんけん大会〕

〔絵当てゲーム〕 〔紙射的〕 〔跳び箱乗り〕 〔ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ〕



⻤怒川⼩学校の最上級⽣、リーダーとして活躍してくれた６年⽣、卒業おめでとうございます。

６年間を振り返ると、いろいろな出来事があったり、たくさんの思い出ができたことと思います。

各学年で実施した社会科⾒学等の集合写真からは、懐かしさを感じるとともに、⼀⼈⼀⼈が⽴派

に⼤きく成⻑してきた様⼦が伺えます。

これからも⼤きな夢や⽬標を持ち続け、その実現に向けて、計画を⽴てて実⾏し、それを継続す

ることで叶えてほしいと思います。中学校でも、大いに活躍してくれるものと期待しています。

(１年：宇都宮動物園) (２年：⼤笹牧場) (３年：⼦ども科学館)

(４年：宿泊学習) (５年：⽇産栃⽊⼯場) (６年：⽇光⼆社⼀寺)

２月２８日(日)、たくさんの保護者や地域の方

々にお越しいただき、本校の吹奏楽部演奏会が開

催されました。

藤原中学校の吹奏楽部も参加してくださり、中

学生による演奏、小学校との合同演奏と、演奏会

に花を添えてくれました。

本校の吹奏楽部は、１０名と少人数ですが、練習 〔吹奏楽部〕

を積み重ねてきた成果を十分発揮し、会場一杯に

響き渡る演奏をしてくれました。

また、３月１９日(土)には、イオン今市店(１Ｆ)
において、１４：００から演奏会を⾏いました。

たくさんの方々からの声援を受け、ディズニー音

楽を中心に演奏してきました。

〔合同演奏〕

〔イオン演奏〕

離任式のお知らせ

３月３０日(月)の午前８

時３５分から離任式を⾏

います。児童の登校は８

時１５分ですので、参加

につきまして御協⼒をお

願いいたします。体育館

で⾏います。

年度末、年度始の予定

3/24(⽊)修了式

3/30(⽔)離任式

4/ 8(⾦)始業式,新任式

4/12(火)入学式



これは、幕末の教育者であった吉⽥松陰の⾔葉

で、卒業文集にも掲載しました。

夢や願いを本当に叶えたいのであれば、そこに

は理想や計画、そして実⾏といった要素が伴いま

す。ただ、願っているだけでは夢や目標は叶いま

せん。「いつまでに、何を、どこまでやるのか」と

いう計画性が実⾏⼒につながり、それを継続してい

くことが⼤切です。

子どもたちには、大きな夢や目標を持ってもら

い、しっかり計画を⽴て、実⾏し、継続すること

の⼤切さを指導していきたいと思います。

これは、ベストセラーとなったドロシー・ロー・ノルト⽒の著書『⼦どもが育つ魔法の⾔葉』

（1998年 刊・アメリカ）の詩「⼦は親の鏡」です。37ヵ国語に翻訳され、世界中で多くの

共感を呼びました。時々振り返ってみたい⾔葉の数々です。



子は親の鏡

けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる

とげとげした家庭で育つと、⼦どもは、乱暴になる

不安な気持ちで育てると、⼦どもも不安になる

「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、みじめな気持ちになる

⼦どもを⾺⿅にすると、引っ込み思案な⼦になる

親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨むようになる

叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう

励ましてあげれば、子どもは、自信をもつようになる

広い心で接すれば、キレる子にはならない

誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ

愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ

認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる

⾒つめてあげれば、⼦どもは、頑張り屋になる

分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ

親が正直であれば、⼦どもは、正直であることの⼤切さを学ぶ

子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に育つ

やさしく、思いやりを持って育てれば、子どもは、やさしい子に育つ

守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ

和気あいあいとした家庭で育てば、

子どもは、この世の中はいいところだと思えるようになる

ドロシー・ロー・ノルト 引用・転載『sanmarie*com』


